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 みさくぼ百山調査のために、標高2,296ｍｍの「中の尾根山」を調査。遠州の最高峰で南アル
プス深南部を代表する山であり白倉川の源流となる。山頂付近の広大な笹原とトウヒ・シラビソ
の疎林が見事である。 
 山頂の看板を付け替えた。その他。黒法師岳、山住峠、青崩峠などにも山頂の看板を設置し
た。熊伏山の踏査では、登頂を目指しながら登山道の整備を行いつつ、頂上にある三角点も撮影
し記録に残した。 

中の尾根山を望む 標高2,296m  
遠州の最高峰で南アルプス深南部を代表する山 

中の尾根山山頂 

みさくぼ百山調査 

熊伏山山頂にある一等三角点 熊伏山への登山道の整備 
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自然文化保全活動 



みさくぼ百山調査と山住峠看板設置 

7.設置完了 

山住峠設置看板 

作業工程 

1.設置場所整備 

2.切出し 

４チェーンソーによる切り出し 

3.加工 

5.据付作業 

6.基礎部補強 

 山住峠に新たな看板を設置した。 
 設置には、設置場所の整備にはじま
り、木材の調達から切り出し、クレーン
車による運び出し、卓越した熟練の技に
よるチェンソーでの看板加工と据え付け
などの工程を経て、設置が完了した。 
 山の仕事に精通している山に生きる会
の会員ならではの手慣れた作業風景であ
る。本会員の持つチェンソーでの造形の
技術・スキルは、他者の追随を許さな
い。 

自然文化保全活動 

2 



みさくぼ百山調査の報告書 

 みさくぼ百山調査の成果として、平成28年では200冊の調査報告書を作成した。（平成29年に
100冊、平成30年に190冊を増刷） 
 調査書には、百山の眺望や景観の良い場所の写真などを掲載するとともに、衛星利用測位シス
テム（GPS）により割り出した正確な位置情報、標高や傾斜、登山距離をグラフで示した。危険
個所等を記録し、登山者の皆さんにも好評である。 
 平成５年には、「みさくぼ百山」から厳選した特におすすめの山、登りやすい山を抜粋し、山
登りを楽しむための情報を盛り込んだ「みさくぼ20山」500冊を制作・発行した。 

百山のルートや標高差のグラフ、眺望や景観の良い場所

の写真などを掲載 

みさくぼ百山調査報告書 

みさくぼ20山 

自然文化保全活動 
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山の案内人、自然観察の講習会実施 

自然観察の講習会 

野鳥の森親子ウォークと

リースづくり 

 山の案内人として、自然環境や生

態系に対する理解を深め、環境保護

とともに、次代の子供たちに郷土の

自然の豊かさを知ってもらい、大切

さを感じてもらうため、自然観察の

講習会を実施した。 

 水窪中学校の総合学習と連携して実

施。水窪の山頂などの要所にいくつか存

在する三角点は、測量や地図作成の基準

となる正確な位置を示す点であり、その

重要性や森林の大切さについて説明し

た。 

自然文化保全活動 
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みさくぼならではのイベントや環境整備を実施 

郷土料理教室・ツルかご作り 

 伝統食文化・技術の継承・保存と

して、水窪独特の郷土料理を再現

し、その材料や味付け等を『レシ

ピ』として後世に伝えていくことが

大事であり、 郷土料理教室やツル

かご作り教室など水窪の魅力を知っ

てもらうための様々なイベントを企

画し、実践している。 

観光施設周辺整備 

 文化財・観光資源の整備により地域

のＰＲとして、文化・観光資源の荒廃

が進む中、水窪の資源を整備し、シン

プルで良質な環境を構築 するため、定

期的に観光施設の周辺の草刈り、観光

施設の修繕など環境づくりに努め、水

窪を訪れる観光客へのおもてなしに最

善を尽くしている。 

自然文化保全活動 
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国有林ウォーク 野鳥の森ウォーク 

ハイキングの企画運営 

 ハイキングを実施し、都市部の皆さんとの交流を図り、水窪の山の自然を満喫してもらっ
た。こうした活動は、様々なポジティブな効果をもたらし、地域の活性化、地域の文化・伝統に
触れる機会を増やし、都市部の皆さんにとってのリフレッシュ効果、環境意識の向上により自然
保護やサスティナビリティに対する関心が深まる。 
 本地域と都市部との双方向の交流が進むことで、お互いの価値観の共有や理解が深まる。 

6 

都市との交流事業 



みさくぼ百山調査と案内板設置 

 みさくぼ百山調査のために、踏査した山
の一つ、黒法師岳、登頂には、往復で10時
間を超える時間を要する。きれいな円錐形
をしている見栄えの良い美しい山であり、
頂上に向かう尾根沿いからは開けた景色を
望むことができる。頂上にある三角点は、
変種の一等三角点とのこと、日本三百名山
のひとつ。 
 黒法師岳山頂までの分岐点やその場所の
呼称などに看板を設置し、登山者の安心・
安全の確保を図った。  

黒法師岳 

7 

自然登山保全事業 



みさくぼ百山調査と登山道の整備 

 山住古道は、標高1,068ｍの山住峠に鎮

座する山住神社への参道。河内浦の鳥居場

から登り始める。往時は、多くの参拝者が

歩いて登った。 

山住古道整備 

 安全で持続可能な登山を実現するためには、登山道を整備することが重要である。 
 自然環境の保護に留意しながら、水はけの改善、適切なルートの設定とともに登山者が迷わな
いように、明確で見やすい標識の設置、階段や橋などを設置し安全対策の強化を図った。 
 これらを実施することが、登山者のリスクを減少させ、山岳遭難事故等を未然に防ぐものと考
えている。加えて、水窪に訪れる登山者が水窪の自然環境を満喫し、楽しめる場所の提供の確保
に努めた。 
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自然登山保全事業 



登山ポストの管理と修繕及び設置  

登山ポストの設置・点検 

 令和５年度の登山ポストに計画
書を提出したうえでの登山者総数
は４６６名で内訳は、県内１５７
名、県外１４４名、不明１６５名
である。 

 登山口に登山ポストを修繕及び設置し、登山計画書を提出できる環境整備を行っている。 
 登山ポストの点検を実施し、万が一の遭難時の初動を早くできるよう、登山者の安全の確保に
努めている。 
 現在、山住古道を除く、８つの登山口、ゲートに登山ポストが設置されている。 

麻布山登山口入口ポスト点検の様子 設置された看板とポスト 
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自然登山保全事業 



山ビル撃退事業 

 ヤマビルは、野生動物の増加により水窪地域のほぼ全域に生息。観光地、登山道にも発生し、
吸血される被害も多く報告され、観光客、登山者のリピート率の向上への足枷となっていた。 
 そこで、山ビル撃退事業として捕殺作戦を実施。 
 区域を設定し、３〜６名のチーム（ヤマビルバスターズ）で歩道上の山ビルをおびき寄せ割り
ばしで捕獲、塩を入れた小瓶の中に入れ捕殺する。 
 地道な作業だが、令和５年度までの10年間で、8,415頭（匹）を捕殺。観光スポットへの集中
的な捕殺により、少なくなってきたとの声も聞かれはじめており、成果も徐々に上がっている。 

 ヤマビルバスターズのキャラクター 
も作成。士気を高め捕殺作戦を遂行し
た。 

割りばしで捕獲後、塩入り小瓶で捕殺 地下足袋にヤマビル 
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自然登山保全事業 



 ホームページは、強力なツールであり効率的な情報伝達や新たな水窪を応援していただく賛同
者の確保、活動展開の手段である。 
 本会においても美しい山と伝統文化・芸能の町みさくぼを伝えるため、会の発足（平成23年
10月）とともに本会の会員が手作りで作成し開設した。みさくぼ百山を中心に随時更新してい
る。 
 山の食、水窪の巨木、水窪の野草などの水窪の魅力を積極的に情報発信するとともに水窪のタ
イムリーなお知らせも可能となった。 

ホームページ開設と情報発信 

トップページの閲覧数、128,922人（R6.09.01現

 HPの開設から10年以上がたち、ホームページ

の内容も充実。水窪に関する膨大な情報がここに

詰まっている。 

http://yamaniikiru.com/ 

 山＝Yama 
 

それは、太陽の光・水・二酸化
炭素が光合成をして 
森を成し、酸素を提供する。 
森を源とする川は、やがて海へ
と流れ、また、山に戻る。 

山に生きる会のロゴに秘められた意味 
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ホームページ開設 

トップページの閲覧数、128,922人（R06.09.01現在）　　

http://yamaniikiru.com/



